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～第４０回櫻杯争奪相撲選手権大会～
（４月２９（日） 市営すもう広場）

お相撲さんは大きいな。
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市
民
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
新
緑

も
深
み
を
増
し
、
初
夏
の
時
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
変
わ
り
な
く
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
10
月
に
議
長
職
を
拝
命
以
来
、

早
７
か
月
が
経
過
す
る
中
で
、
市
議
会

の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

少
々
、
私
の
考
え
を
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
ず
、
市
議
選
は
も
と
よ
り
、
全
て

の
選
挙
に
お
い
て
、
昨
今
の
投
票
率
の

低
下
は
大
変
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
、
政
治
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
議
会
・
議
員
が
、

も
っ
と
身
近
な
存
在
と
な
り
、
広
報
広

聴
機
能
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
場
主
義
を
基
本
と
し
、
五
感
を

使
っ
て
、
市
民
・
住
民
と
対
話
の
で
き

る
議
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、
議
会
・
議
員
と
し
て
、
そ
の

本
分
で
あ
る
政
策
提
言
に
、
も
っ
と

も
っ
と
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
に
あ
っ
て

は
、
選
択
と
集
中
の
予
算
配
分
を
行
い
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
政
策
の
実
行
を
求
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
震
災
復
興
も
足
掛
け
３
年
目
を
迎
え

た
現
在
、
市
内
の
た
た
ず
ま
い
も
段
々

と
以
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
特
に
、
県
立
美
術
館
建
設
予
定
も

併
せ
、
第
２
庁
舎
建
設
、
民
間
商
業
複

合
施
設
（
旧
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
館
跡
）
建
設

が
予
定
さ
れ
、
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
、
そ
の

間
に
点
在
す
る
白
壁
土
蔵
群
の
レ
ト
ロ

な
町
並
み
の
周
遊
コ
ー
ス
は
、
点
か
ら

面
へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
に
も
、
昨
年
10
月
の

改
選
で
新
し
い
風
が
生
ま
れ
、
こ
の
議

会
だ
よ
り
「
白
壁
」
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
と
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
層
、
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
議
員

は
、
市
民
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
自
分

を
律
し
、
脇
を
締
め
、
市
政
に
対
し
緊

張
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
姿
勢
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
自

信
を
持
っ
て
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

役
を
発
揮
し
つ
つ
、
中
身
の
濃
い
政
策

提
言
に
つ
な
げ
て
い
け
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
思
い
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま

し
た
が
、
議
会
と
行
政
が
、
ま
さ
に
車

の
両
輪
と
し
て
、
大
き
く
脱
線
す
る
こ

と
な
く
市
民
生
活
の
安
定
向
上
と
い
う

駅
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と

決
心
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
ぜ
ひ
、
市
議
会
を
傍
聴
・

視
聴
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
鞭

撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

▲鳥取県立美術館横断幕除幕式（３月２９日(木)）

～市議会の現状と今後の方向性～

市民・住民と対話のできる市議会を

倉
吉
市
議
会
議
長
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市
政
の
課
題
を
洗
い
出
し
、解
決
策
を
探
る
　

　
平
成
30
年
３
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月
19
日(

月)

か
ら
３
月
９
日
（
金
）
ま
で
開
催
さ
れ
、

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
、
陳
情
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録
（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
市
立
図
書
館
で
５
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会

【一般質問とは？】

　年４回の定例会で行うことができます。

　議員が、市の事務の執行状況や今後

の方針などについて報告や説明を市長

や執行機関の長に求め、適切な市政運

営が行われているかを質すものです。

※掲載は、質問順です。（頁ごと、上段右から）

新政会

由田　隆

　
同
法
は
、
ま
だ
市
民
に
十
分
理

解
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
周
知
活
動
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
同
法
の
柱
と
な
る「
実
態
調
査
」

は
、
調
査
方
針
を
見
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、「
相
談
体
制
」は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

相
談
に
応
じ
る
体
制
づ
く
り
に
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法
成
立
を

受
け
、
同
和

行
政
を

進
め
る

上
で
、
取
り

組
む
べ
き

課
題
は
？

新政会

福井 康夫

　
桜
の
不
定
根
誘
引
法
の
状
況

は
、
平
成
26
年
３
月
に
、
フ
ィ
ル

ム
を
外
し
た
段
階
で
は
、
順
調
に

回
復
し
て
き
て
い
る
。
今
年
３
月

に
改
め
て
検
証
す
る
予
定
で
、
そ

の
結
果
は
別
途
報
告
を
し
た
い
。

　
公
園
管
理
事
務
所
は
、
30
年
度

に
取
り
か
か
れ
る
よ
う
現
在
、
国

に
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
配
分
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

打
吹
公
園
の

桜
再
生
事
業
の

現
状
、
公
園
管

理
事
務
所
建
替
工
事
の

発
注
目
途
は
？

新政会

竺原 晶子 

　
一
挙
に
進
め
る
の
は
、
な
か
な

か
難
し
い
と
思
う
が
、
平
成
30
年

度
中
に
あ
る
程
度
、
検
証
を
行
い
、

ま
ず
は
市
の
内
部
会
議
で
少
し
ず

つ
取
り
入
れ
て
、
効
果
を
測
定
し

な
が
ら
や
っ
て
み
た
い
。

　
一
番
、
目
立
っ
て
効
果
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
議
会
だ
と
思

う
の
で
、
議
会
で
も
勉
強
し
て
も

ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
。

市
役
所
・
市
議
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
等
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
、よ
り

効
果
的
に

活
用
し
た

経
費
節
減
を
！

新政会

伊藤 正三 

　
上
水
道
は
最
も
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
。
民
営
化
に
よ
っ
て
水
道

料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
あ

る
い
は
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
も

な
か
な
か
修
復
が
な
さ
れ
な
い
よ

う
な
状
況
が
続
く
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
や
は
り
、
公
的
な
責
任
を
き
ち

ん
と
果
た
す
べ
き
分
野
で
あ
ろ
う

と
思
う
。

水
道
事
業
の

民
営
化
の

動
き
が
あ
る
が
、

水
の

安
全
性
は

行
政
の

責
任
で

確
保
す
べ
き
。

【一般質問】
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くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

藤井 隆弘 

　
今
の
最
大
の
課
題
は
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
。
そ
の
上
で
、
総

合
計
画
・
総
合
戦
略
な
ど
を
着
実

に
進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

行
財
政
改
革
で
財
政
基
盤
を
し
っ

か
り
整
え
た
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
施
策
の
最
大
の
眼

目
は
、「
人
口
減
少
対
策
」。
倉
吉

の
よ
さ
を
い
か
に
伸
ば
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

人
口
減
少
対
策
、共
助
の

ま
ち
づ
く
り
を
ふ
ま

え
、「
こ
れ
か
ら
の

倉
吉
ま
ち
づ
く
り
」を
問
う
。

公明党・

グリーン共同

山口 博敬

　
バ
イ
オ
マ
ス
を
い
か
に
有
効
活

用
し
て
い
く
か
は
、
森
林
整
備
に

も
関
わ
る
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
。
特
に
大
型
の
建
築
物
に
地
元

の
木
材
を
使
っ
て
い
く
の
は
、
地
域

産
業
へ
の
貢
献
と
い
う
意
味
で
も

重
要
。
県
立
美
術
館
に
も
、
建
材

や
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
の
導
入

を
期
待
し
て
い
る
。
今
後
、
県
に

も
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

県
立
美
術
館
な
ど
の
冷
暖
房
設
備
に
、バ
イ
オ
マ

ス
を
原
料
に
し
た
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
図
っ
て
は
？

公明党・

グリーン共同

鳥飼 幹男

　
未
利
用
財
産
で
売
却
や
貸
し
付

け
な
ど
、
利
活
用
で
き
る
も
の
は

積
極
的
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
方
針
を
出
し
た

上
で
、
売
却
で
き
る
も
の
は
売
却

に
向
か
い
た
い
。
そ
の
際
に
は
、

き
ち
ん
と
情
報
公
開
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
有
効
な
手

だ
て
を
講
じ
た
い
。
財
源
確
保
の

面
で
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
。

市
有
財
産
の

有
効
活
用
は
、
財
政
健
全
化
に

と
り

重
要
。
売
却
、貸
付
等
に

取
り

組
む
べ
き
！

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

丸田 克孝

　
受
動
喫
煙
を
し
っ
か
り
と
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
効
果
的
な
喫
煙
場

所
の
整
備
は
、
ポ
イ
捨
て
、
受
動

喫
煙
防
止
の
両
面
で
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
他
の
自
治
体
の
状
況

も
踏
ま
え
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
国
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成

金
を
活
用
し
て
、
企
業
の
方
で

や
っ
て
も
ら
う
の
も
方
法
と
し
て

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

受
動
喫
煙
防
止
条
例
の

制
定
に
は
、

施
設
や

設
備
も

整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
！

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

福谷 直美 

　
県
も
、
県
立
美
術
館
整
備
準
備

室
を
設
け
て
お
り
、
整
備
基
本
計

画
を
策
定
す
る
よ
う
、
関
係
団
体

か
ら
意
見
の
聴
取
を
し
て
い
る
。

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
も
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
意

見
を
届
け
て
ほ
し
い
。

　
倉
吉
市
に
も
美
術
館
担
当
が
あ

る
の
で
、
意
見
を
も
ら
え
た
ら
、

県
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
。

【
県
立
美
術
館
】
49
団
体
に
よ
り

発
足
し
た
協
議
会
の

声
を
県
に
ど
う
届
け
る
か
？

くらよし・アイズ、
草の根、

倉吉自民共同

大津 昌克 

　
福
祉
施
策
は
、
ど
こ
ま
で
や
る

か
と
い
う
の
が
非
常
に
難
し
い
。

十
分
な
検
討
が
必
要
。
行
財
政
改

革
を
進
め
る
中
で
財
源
を
生
み
出

し
て
、
全
体
の
中
で
割
り
振
り
を

考
え
て
い
く
べ
き
も
の
。

　
こ
の
問
題
は
子
育
て
支
援
の
課

題
と
し
て
、
熟
慮
す
べ
き
テ
ー
マ

だ
と
思
っ
て
お
り
、
改
め
て
し
っ

か
り
と
検
討
し
た
い
。

小
・
中
学
生
へ
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
に

取
り

組
む
べ
き
で
は
？（
中
部
で
倉
吉
だ
け
未
実
施
）

2018.6（4）
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つばき

大月 悦子

　
最
近
、
高
齢
者
が
当
事
者
に
な

る
不
幸
な
事
故
が
頻
発
し
て
い
る
。

自
主
返
納
を
迷
っ
て
る
人
の
背
中

を
押
す
方
策
も
必
要
だ
と
思
う
。

基
本
的
に
は
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

の
利
用
を
支
援
す
る
よ
う
な
形
の

枠
組
み
で
考
え
て
み
た
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
へ
の
掲

載
、
高
齢
者
団
体
の
会
合
や
地
域

の
行
事
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

市
民
が

安
心
し
て

運
転
免
許
証
自
主
返
納

で
き
る

支
援
策
、
対
象
者
に

届
く

広
報
を
。

（無所属）

朝日 等治

【
福
井
教
育
長
】県
立
美
術
館
の
建

設
も
隣
に
予
定
さ
れ
、
大
御
堂
廃

寺
跡
の
保
存
活
用
計
画
を
調
査
研

究
す
る
予
算
要
求
を
し
て
い
る
。

今
の
よ
う
に
多
目
的
広
場
と
し
て

使
い
た
い
と
い
う
声
も
聞
い
て
い

る
。
伯
耆
国
庁
を
優
先
さ
せ
な
が

ら
、
少
し
長
い
計
画
、
費
用
も
か

か
る
と
思
う
が
、
倉
吉
の
現
状
を

踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

県
立
美
術
館
に
相ふ

さ

わ応
し
い
建
造
物
復
元
を

前
提
に
、大

御
堂
廃
寺
跡
保
存
活
用
計
画
を

策
定
し
て
は
？

日本共産党

佐藤 博英

　
人
工
透
析
、
難
病
、
自
立
支
援

医
療
の
受
給
者
を
対
象
に
、
交
通

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
が
、

作
業
所
に
通
所
す
る
人
へ
の
支
給

は
、
現
在
実
施
し
て
い
な
い
。
む

し
ろ
、
収
入
を
増
や
す
支
援
に
努

め
、
結
果
的
に
、
障
が
い
者
の
助

成
と
な
る
よ
う
な
形
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

よ
く
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
作
業
所
へ
の

通

所
交
通
費
の

助
成
を
す
る
べ
き
で
は
？

くらよし創生

米田 勝彦

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
た

り
、
職
員
の
労
務
管
理
上
、
問
題

が
出
た
り
し
た
場
合
に
は
、
見
直

し
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

意
味
。
計
画
が
達
成
で
き
る
よ
う

に
し
っ
か
り
努
力
し
、
ど
う
す
れ

ば
こ
の
計
画
が
達
成
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
、
そ
れ
を
一
生
懸
命
考
え

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

財
政
改
善
に

向
け
た

職
員
数
削
減
の

計
画
。

場
合
に
よ
っ
て
は

見
直
す
と
あ
る
が
、
遂
行
を

。

くらよし創生

佐々木 敬敏

　
県
の
公
表
に
よ
る
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
も
に
、
畜
産

業
、
林
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
和
牛
の
増
頭
支
援
な
ど
の
関

連
施
策
の
強
化
と
推
進
を
図
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
は
、
進
入
防
止
と
、

個
体
数
を
減
ら
す
対
策
の
両
面
を

進
め
た
い
。
地
域
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
は
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
六

次
産
業
化
の
推
進
を
挙
げ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

影
響
と

対
策
。

鳥

獣
対
策
と
地
域
産
業
振
興
戦
略
会
議
の
対
応
。

公明党・

グリーン共同

鳥羽 昌明

　
行
政
の
望
ま
し
い
係
わ
り
方

を
、
中
部
住
宅
修
繕
支
援
セ
ン

タ
ー
と
も
よ
く
話
を
し
た
い
。
行

政
は
、
公
平
性
や
制
約
も
あ
る
が
、

可
能
な
範
囲
で
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
県
発
表
の
生
活
復
興
支
援

チ
ー
ム
で
個
別
に
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
き
た
い
。
現
実
的
な
対

応
が
で
き
る
か
が
勝
負
。
一
日
も

早
く
元
通
り
の
姿
に
し
た
い
。

【
震
災
】
時
間
が

経
過
し
、
被
災
者
を
と
り
ま
く

環

境
は

変
化
し
、
新
た
な

懸
念
事
項
も

現
れ
て
い
る
。

（5）平成 30.6



議員名 発言の要旨 担当部局

由田　隆 議会費 総務部

由田　隆
障がい者グループホーム等夜間世話人等設置事業

費補助金
福祉保健部

由田　隆 児童福祉費 福祉保健部

由田　隆 ５歳児発達相談 福祉保健部

由田　隆 こころの健康づくり事業 福祉保健部

由田　隆 定年帰農者等支援事業 産業環境部

由田　隆 適正配置準備 教育委員会

由田　隆 倉吉市職員定数条例の一部改正について 総務部

藤井 隆弘 倉吉市バス運行対策費補助金 企画振興部

藤井 隆弘 集落支援員活用事業 企画振興部

藤井 隆弘 コミュニティ推進事業 企画振興部

藤井 隆弘 放課後児童健全育成事業委託料 福祉保健部

藤井 隆弘 公立放課後児童クラブ運営 福祉保健部

藤井 隆弘 放課後児童クラブ整備事業 福祉保健部

藤井 隆弘 空き家対策 建設部

藤井 隆弘 県道改良事業費地元負担金（街路事業） 建設部

藤井 隆弘 小学校運営（学校） 教育委員会

藤井 隆弘 運動部活動外部指導者活用 教育委員会

藤井 隆弘 包括的支援事業費 福祉保健部

福井 康夫 道路橋梁費 建設部

福井 康夫 都市計画費 建設部

福井 康夫 総務管理費 総務部

福井 康夫 農業費 産業環境部

福井 康夫 商工費（観光施設維持管理事業（関金地区）） 企画振興部

福井 康夫 商工費（大山開山１３００年祭実行委員会負担金） 企画振興部

福井 康夫 配水及び給水費 水道局

米田 勝彦 荒廃農地等利活用促進事業 産業環境部

米田 勝彦 小川氏庭園保存修理事業 教育委員会

米田 勝彦 鳥取県の郷土刀 教育委員会

伊藤 正三 ふるさと納税 企画振興部

伊藤 正三 中心市街地活性化推進事業 企画振興部

伊藤 正三 若者定住・IJUターン事業 企画振興部

伊藤 正三 地域資源観光活用事業（関金地区） 企画振興部

伊藤 正三 ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業 企画振興部

伊藤 正三 被災宅地擁壁等復旧事業 建設部

伊藤 正三 体育施設維持管理（関金球場） 教育委員会

鳥飼 幹男 企画政策推進 企画振興部

鳥飼 幹男 定住対策事業 企画振興部

鳥飼 幹男 若者定住・IJUターン事業 企画振興部

鳥飼 幹男 こころの健康づくり事業 福祉保健部

鳥飼 幹男 地域おこし協力隊による関金活性化事業 企画振興部

鳥飼 幹男 建築指導 建設部

鳥飼 幹男 空き家対策 建設部

鳥飼 幹男 成人式 教育委員会

佐々木 敬敏 除雪対策 建設部

佐々木 敬敏 県道改良事業費地元負担金（街路事業） 建設部

佐々木 敬敏 土曜授業実施事業 教育委員会

佐々木 敬敏 運動部活動外部指導者活用 教育委員会

平
成
30
年
度
当
初
予
算

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に

　
２
月
26
日
（
月
）
か
ら
27
日
（
火
）
ま
で
の
２
日
間
は
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、
各
議
員
が

質
疑
を
行
ま
し
た
。

【質疑とは？】

　市長から提案された議案に対し、賛

否の態度決定が可能になるよう、疑問

や不明確な点を問う発言をいいます。

自己の意見を述べることはできませ

ん。質疑回数は１議題５回までとなっ

ています。

【議案質疑】

2018.6（6）

平
成
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年
３
月
第
２
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会



議員名 発言の要旨 担当部局

佐々木 敬敏 給食センター 教育委員会

佐々木 敬敏 脳ドック 福祉保健部

大月 悦子 保健衛生一般（不妊・不育治療費助成費） 福祉保健部

大月 悦子 小学校運営（学校） 教育委員会

大月 悦子 中学校運営（学校） 教育委員会

大月 悦子 糖尿病性腎症重症化予防事業委託料 福祉保健部

山口 博敬 庁舎整備等事業 設計業務委託料 総務部

山口 博敬 出産手当金支給 総務部

山口 博敬 農林行政対策（農林振興協議会） 産業環境部

山口 博敬 鳥獣被害総合対策事業 産業環境部

山口 博敬 小規模零細地域営農確立促進対策事業 産業環境部

山口 博敬 適正配置準備 教育委員会

山口 博敬 小学校運営 複式学級補助教員 教育委員会

山口 博敬 中学校教育研修（全国中学校ソフトボール大会負担金） 教育委員会

山口 博敬 山上憶良短歌募集 教育委員会

山口 博敬 鳥取県の郷土刀 教育委員会

山口 博敬 くらよし女子駅伝競走大会 教育委員会

福谷 直美 行政改革懇談会 総務部

福谷 直美 農業委員会 農業委員会

福谷 直美 地場産業振興 産業環境部

福谷 直美 関西事務所運営費 産業環境部

福谷 直美 大谷工業団地再整備事業 産業環境部

福谷 直美 就職情報提供事業 産業環境部

福谷 直美 飲食・物販施設管理 産業環境部

福谷 直美 ふるさと鳥取見学（県学）支援事業 教育委員会

福谷 直美 伝統的建造物群保存地区保存事業 教育委員会

丸田 克孝 定住対策事業（若者移住定住促進事業支援助成金） 企画振興部

丸田 克孝 鳥獣被害総合対策事業　 産業環境部

丸田 克孝 土地改良ため池防災ハザードマップ作成業務委託料 産業環境部

丸田 克孝 公の施設の区域外設置に関する協議について 水道局

大津 昌克 市民提案型協働プロジェクト 企画振興部

大津 昌克 地域おこし協力隊による関金活性化事業 企画振興部

大津 昌克 公の施設の区域外設置に関する協議について 水道局

竺原 晶子 定住対策事業（賃貸物件家財処分費助成金） 企画振興部

竺原 晶子 集落支援員活用事業 企画振興部

竺原 晶子 消費者行政推進事業 企画振興 

鳥羽 昌明 土地改良 産業環境部

朝日 等治 鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業 産業環境部

朝日 等治 園芸産地未来づくり産地パワーアップ事業 産業環境部

朝日 等治 中国自然歩道管理費委託金（歳入） 建設部

朝日 等治 保険料 総務部

朝日 等治 報償金 企画振興部

朝日 等治 薬用作物等生産振興対策事業費補助金 産業環境部

佐藤 博英 保健衛生費 産業環境部

佐藤 博英 林業総務費（人件費） 総務部

佐藤 博英 商工総務費（人件費） 総務部

佐藤 博英 給与費明細書（時間外及び休日勤務手当） 総務部

※掲載は、発言通告書提出順
※ １００万円未満（１，０００万円未満の事業の

場合は、１０万円未満）の事業費を切り捨て

平成３０年度

一般会計当初予算総額

２６４億４,９０７万２千円（昨年度比▲４．４％）　

震災からの復旧・復興

▼  被災者住宅再建支援事業：３億５００万円

▼ 倉吉打吹地区街なみ環境整備事業

１，４００万円

▼ 伝統的建造物群保存地区保存事業

１億２，７００万円

▼  鳥取県中部地震被災者向け民間賃貸住

宅家賃補助事業：９０万円

▼  被災宅地擁壁等復旧事業

１,６００万円

▼  庁舎整備事業（第２庁舎設計委託料）

２,６００万円

いきいき働くことができるまち

▼  大谷地区及び西倉吉地区の工業団地整備

９,４００万円

▼  大山開山１３００年祭実行委員会負担金

３００万円

▼  ポップカルチャーによる観光客等誘致

促進事業：４００万円

▼  農業用施設整備：工事費７,０００万円

〃：県営事業負担金５,７００万円

▼ 森林基幹道整備（県営事業負担金）

１,２００万円

▼  鳥取和牛振興総合対策事業：２,４００万円

▼  鳥獣被害総合対策事業費：２,３００万円

いつまでも健やかに過ごせるまち

▼上井保育園指定管理料：８,８００万円

▼放課後児童クラブ整備事業：４００万円

▼保育所等整備交付金：９,３００万円

活力に満ち、豊かな心と文化が息づくまち

▼  市民提案型協働プロジェクト：２２０万円

▼  集落支援員活用事業：１,１００万円

▼  小学校複式学級補助教員の配置

４８０万円

▼  博物館特別展（「第１０回前田寬治大賞展」、

「特別展 山本二三展」、「鳥取県の郷土刀」）

１,６００万円

▼  県指定名勝小川氏庭園保存修理事業

１,０００万円

安全･安心で快適に暮らせるまち

▼  空き家緊急安全措置対策：５０万円

▼  福祉避難所事前配置資機材整備：７０万円

▼  地区防災推進モデル事業費補助金

３０万円

▼  ため池防災ハザードマップの作成

４５０万円

▼  自然災害防止対策：３５０万円

（7）平成 30.6



【常任委員会とは？】

　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた

議案や請願等を審査します。行政の事務は広く多岐にわたり、

専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するために、

部門別の委員会を設け、分科的に調査・審査します。

執行部： 総務部、産業環境部、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会

委　員：佐々木 敬敏委員長、藤井 隆弘副委員長、伊藤 正三委員

大津 昌克委員、坂井 徹委員、鳥飼 幹男委員　
総務経済常任委員会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に
は
、

18
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
３
月

５
日
（
月
）
及
び
６
日
（
火
）
に
委
員

会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
７
号 

平
成
30
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
の
中
で
は
、

防
災
無
線
個
別
受
信
機
の
設
置
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か

ら
は
、
「
個
別
受
信
機
が
全
家
庭

に
設
置
さ
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
な
ど

の
広
報
に
努
め
た
い
」
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
就
職
情
報
提
供
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
係
し
、
求
人
側

が
望
む
人
材
と
求
職
者
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
事
業
」
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

【行政視察報告】

と　き：平成３０年１月２３日（火）

～１月２４日（水）

視察先および視察内容

① 兵庫県小野市

「民間企業の経営手法を取り入れた行

政経営について」

② 鳥取県関西本部

「鳥取に関する情報提供業務について」

執行部：福祉保健部、教育委員会

　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、

10
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
３
月
５
日
（
月
）
及
び
６

日
（
火
）
に
委
員
会
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
議
案
第
７
号 

平
成
30
年
度
倉

吉
市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
新
築

工
事
に
係
る
費
用
は
、
他
市
町
村

の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
十
分
精

査
し
、
市
民
に
も
説
明
で
き
る
も

の
と
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
と

の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
陳
情
第
２
号 

医
療
機
関
の

診
療
録
開
示
請
求
手
数
料
に
係
る

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
は
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

委　員： 佐藤 博英委員長、丸田 克孝副委員長、朝日 等治委員

竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員、福井 康夫委員
教育福祉常任委員会

執行部：企画振興部、建設部、水道局

　
建
設
企
画
常
任
委
員
会
に
は
、

12
件
の
議
案
と
１
件
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
、
３
月
５
日（
月
）
に
、
委

員
会
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
７
号 

平
成
30
年
度
倉
吉

市
一
般
会
計
予
算
の
審
査
で
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
せ
き
が
ね
湯
命
館
の

修
繕
に
お
い
て
、
協
定
書
の
内
容

を
精
査
の
上
、
指
定
管
理
者
と
緊

密
に
協
議
を
行
い
、
詳
細
が
決
定

し
た
段
階
で
、
議
会
に
報
告
を
行

う
よ
う
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
、
陳
情
第
１
号 

成
徳
地
区
に
お

け
る
床
下
浸
水
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

委　員：由田　隆委員長、福谷 直美副委員長

大月 悦子委員、山口 博敬委員、米田 勝彦委員
総務経済常任委員会建設企画常任委員会

【行政視察報告】

と　き：平成３０年１月２３日（火）

～１月２４日（水）

視察先および視察内容

① 香川県高松市

「公共交通利用促進について」

② 香川県丸亀市

「コミュニティによるまちづくりについて」

【常任委員会】
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議
会
か
ら
の
提
案

議会発議第２号 医療機関の診療録開示請求手数料に係る意見書（要旨）

　診療録（カルテ）の開示・謄本請求の手数料に

ついて、個人情報の保護に関する法律第３３条

第２項に、病院など個人情報取扱事業者が「実

費を勘案して合理的であると認められる範囲内

の額」を定めなければならないという規定があ

り、厚生労働省もインフォームド・コンセント

の理念や個人情報保護の考え方を踏まえ、診療

情報の提供等に関する指針（以下「指針」という。）

を定めているところである。

　一方、この「実費」「合理的な」額が不明瞭で、

報道によれば無料から１万円まで病院によって手

数料に差があるという。

　診療録（カルテ）は、患者自身の情報であり、開

示請求の妨げとなるような手数料の金額設定は、

指針の目的に反し、患者の開示請求の権利を制

限してしまうことになりかねない。

  よって、本市議会は政府に対し、次の事項の実

現を強く求める。

１  厚生労働省として、いわゆる特定機能病院に対するスクリーニング調査にとどまらず、全

国の医療機関における診療録開示に係る手数料や、開示手続き設定の妥当性等について、

実態を調査すること。

２  その上で、法ないしその施行規則などに開示手数料等の上限額や基準を設定すること。

【提出先】 内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長

議会発議第４号 中心市街地活性化調査特別委員会の設置について

　次の特別委員会を設置する。

【名      称】 中心市街地活性化調査特別委員会

【委員定数】 ８人

【付託事件】 賑わいを取り戻し、魅力ある市街地

を形成するため、次の事項を調査する。

（１）倉吉市中心市街地活性化基本計画に関する

こと

（２）観光振興・商業活性化に関すること

（３）倉吉市役所第２庁舎整備事業に関すること

【審査期間】 審査終了まで閉会中も継続審査

【所属議員】  （委員長）鳥飼 幹男、（副委員長）竺原 晶子、朝日 等治、伊藤 正三、佐々木 敬敏、　　

藤井 隆弘、 丸田 克孝、山口 博敬

議会発議第１号 倉吉市議会委員会条例の一部改正について

委員会名 定数 議員名（◎委員長、〇副委員長） 所属部署

総務建設常任委員会 ６人
◎佐々木 敬敏、○藤井 隆弘、伊藤 正三

大津 昌克、坂井  徹、鳥飼 幹男

総務部、建設部、会計課、水道

局、議会事務局、選挙管理委

員会、監査委員、公平委員会

企画産業常任委員会 ５人
◎由田  隆、○福谷 直美、大月 悦子

山口 博敬、米田 勝彦
企画産業部、農業委員会

教育福祉常任委員会 ６人
◎佐藤 博英、○丸田 克孝、朝日 等治

竺原 晶子、鳥羽 昌明、福井 康夫
健康福祉部、教育委員会

　倉吉市事務分掌条例の一部改正（機構改革）に伴い、常任委員会の名称、所管する事項を変更するよ

う改正を行った。

議会発議第３号 県立美術館建設推進調査特別委員会の設置について

　次の特別委員会を設置する。

【名      称】 県立美術館建設推進調査特別委員会

【委員定数】 ９人

【付託事件】 市内での整備が決定した県立美術

館を活かした地域の活性化に関することについ

て、次の事項を調査する。

（１）教育・文化・芸術振興に関すること

（２）交流人口増加に関すること

（３）開館に向けた社会基盤整備に関すること

（４）市民意識の醸成に関すること

【審査期間】 審査終了まで閉会中も継続審査

【所属議員】  （委員長）福井 康夫、（副委員長）福谷 直美、大津 昌克、大月 悦子、坂井　徹、　　  

佐藤 博英、 鳥羽 昌明、由田　隆、米田　勝彦

　
３
月
９
日
（
金
）
に
発
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
会
発
議
】

（9）平成 30.6



賛
成
反
対

新
政
会

く
ら
よ
し
・
ア
イ
ズ
、

草
の
根
、

倉
吉
自
民
共
同

公
明
党
・

グ
リ
ー
ン
共
同

く
ら
よ
し
創
生

日
本
共
産
党

つ
ば
き

無
所
属

議
決
結
果福

井 

康
夫

由
田
　
隆

伊
藤
　
正
三

竺
原
　
晶
子

坂
井
　
徹

丸
田
　
克
孝

藤
井
　
隆
弘

大
津
　
昌
克

福
谷
　
直
美

鳥
飼
　
幹
男

鳥
羽
　
昌
明

山
口
　
博
敬

米
田
　
勝
彦

佐
々
木
　
敬
敏

佐
藤
　
博
英

大
月
　
悦
子

朝
日
　
等
治

 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案第 ２号
平成２９年度倉吉市一般会計補正予算

（第１１号）
１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 ３号
平成２９年度倉吉市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 ４号
平成２９年度倉吉市温泉配湯事業特別会計補正
予算（第１号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 ５号
平成２９年度倉吉市下水道事業特別会計補正
予算（第５号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 ６号
平成２９年度倉吉市駐車場事業特別会計補正
予算（第１号）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 ７号 平成３０年度倉吉市一般会計予算 １５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第 ８号
平成３０年度倉吉市国民健康保険事業特別会計
予算

１５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第 ９号 平成３０年度倉吉市介護保険事業特別会計予算 １５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第１０号
平成３０年度倉吉市後期高齢者医療事業特別
会計予算

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１１号 平成３０年度倉吉市簡易水道事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１２号 平成３０年度倉吉市温泉配湯事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１３号
平成３０年度倉吉市住宅資金貸付事業特別会計
予算

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１４号 平成３０年度倉吉市土地取得事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１５号 平成３０年度倉吉市下水道事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１６号 平成３０年度倉吉市駐車場事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１７号 平成３０年度倉吉市集落排水事業特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１８号 平成３０年度倉吉市高城財産区特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第１９号 平成３０年度倉吉市小鴨財産区特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２０号 平成３０年度倉吉市北谷財産区特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２１号 平成３０年度倉吉市上北条財産区特別会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２２号 平成３０年度倉吉市水道事業会計予算 １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２３号
行政機構改革に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２４号 倉吉市職員定数条例の一部改正について １５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

―平成３０年度一般会計当初予算、各特別会計当初予算などを審議―

平成３０年３月第２回定例会 議案等の議決結果

○賛成、　×反対、　－議長のため表決に加わらず
2018.6（10）
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成
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男
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大
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悦
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朝
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等
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 議案番号 件　　　名 議案に対する賛否

議案 第 ２５号
倉吉市職員退職手当支給条例等の一部改
正について

１５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可 決

議案 第 ２６号 倉吉市手数料条例の一部改正について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第 ２７号
倉吉市空き家等の適正管理に関する条例
の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案 第 ２８号
倉吉市国民健康保険条例の一部改正につ
いて

１５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可 決

議案 第 ２９号
倉吉市後期高齢者医療に関する条例の一
部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３０号
倉吉市指定居宅介護支援の事業の人員及
び運営に関する基準等を定める条例の制
定について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３１号 倉吉市介護保険条例の一部改正について １５ １ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可　決

議案 第 ３２号
倉吉市農村環境改善センターの設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例
の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３３号 倉吉市都市公園条例の一部改正について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３４号
倉吉市被災者住宅再建支援金の交付に関
する条例の一部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３５号
倉吉市消防団員等公務災害補償条例の一
部改正について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３６号
公の施設の区域外設置に関する協議につ
いて

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３７号
鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変
更に関する協議について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案 第 ３８号 教育長の任命について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案 第 ３９号 人権擁護委員候補者の推薦について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議会発議第１号 倉吉市議会委員会条例の一部改正について １６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議会発議第２号
医療機関の診療録開示請求手数料に係る
意見書提出について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議会発議第３号
県立美術館建設推進調査特別委員会の設
置について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議会発議第４号
中心市街地活性化調査特別委員会の設置
について

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

番　号 件　　名
委員長報告

（付託委員会）
委員長報告に対する賛否

陳情第 １号
成徳地区における床下浸水防止
対策について

趣旨採択
（建設企画）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

陳情第 ２号
医療機関の診療録開示請求手
数料に係る意見書提出について

採　　択
（教育福祉）

１６ ０ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択
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【平成３０年１月～３月分】

期　間 １月１８日(木)～１月１９日(金) 旅費総額 ２１，２６０円

視察先・

目的
滋賀県大津市

全国市町村

国際文化研修所

平成２９年度市町村議会議員研修
「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」

議員名  大津 昌克

所　見

　バブル経済崩壊以来、経済再生のための制度改革に伴い、地方自治

体も財政健全化が急務となっている。財政の最終決定は、議会が行う。

財政制度の理解と分析能力向上のため、常に研究が必要。今回、財政

分析手法は勿論、他の自治体議員との情報交換は有意義であった。

期　間 １月１８日(木) 旅費総額 ５，５８０円

視察先・

目的
島根県松江市 ドコモ島根ビル

自治体向けＩＣＴ推進セミナー
タブレットから始まるＩＣＴ化と「開かれた議会」

議員名  大月 悦子

所　見

　議会改革は、住民の声を行政に生かせるように、議会の構造や考えを変

えていく取り組みを指している。タブレット導入はその一環と考える。平

成２９年１２月に２か所の議会を視察し、タブレット導入について研修した。

今回は業者による導入の手順など、具体的な使用方法を学ぶことができた。

期　間 １月２９日(月)～１月３１日(水） 旅費総額 １５１，０４０円

視察先・

目的

福岡県北九州市
北九州産業学術推進機構

ロボット技術センター
ロボット産業の振興について

福岡県田川市 田川市役所 ふるさとテレワークについて

佐賀県佐賀市 佐賀県農業試験研究センター 農業のＩＴ化について

議員名  米田 勝彦、佐々木 敬敏

所　見

 （北九州市）新成長戦略を策定し、具体的な数値目標を掲げ、ロボット

産業等の振興に取り組む。倉吉市も目標数値を設定し、AＩ（人口知能）

産業等で振興を図るべき。（田川市）通信技術を使った在宅勤務体制を

構築し、移住者の獲得を図る。（佐賀市）新栽培技術等で農業を省力化。

期　間 １月２７日(土)～１月３１日(水） 旅費総額 １０３，３６０円

視察先・

目的

福岡県福岡市 なみきスクエア
第９回子どもとメディア全国フォーラム

「スマホ社会と子どもの育ち」について

福岡県飯塚市 飯塚市役所 ｅ―ＺＵＫＡトライバレー構想について

佐賀県多久市 多久市役所 ふれあいバス・ふれあいタクシーについて

佐賀県唐津市 唐津市役所 ＩＣＴを活用した教育について

議員名  竺原 晶子

所　見

   「スマホ社会における子どもの育ちの歪みや遅れの実相」を、幅広い分野

の専門家らと明らかにする意義あるフォーラムであった。

   本市においても、乳幼児に関わる全ての大人への啓発が急務である。

　企業誘致・IターンUターンにICT環境は必須であると改めて認識した。

行政視察の詳しい情報は、倉吉市議会のホームページをご覧ください。 倉吉市議会

　平成３０年１月から３月に行政視察に出向いた議員は、１４名

（９件）でした。

会派・個人

視察報告
…くらよし・アイズ、草の根、倉吉自民共同

…新政会 …公明党・グリーン共同

…くらよし創生 …日本共産党

…つばき …無所属

【会派名】
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期　間 ３月１６日(金) 旅費総額 ５７，７５０円

視察先・

目的

東京都

中央区

東京ユビキタス協創広場

ＣＡＮＶＡＳ
「電子自治体推進パートナーズ主催セミナー」

議員名  藤井 隆弘

所　見

　基調報告は、職員のスキルアップ、関係の質重視、適正配置等の行財政

改革と人材(財)管理・育成を進める際の大切な視点で参考となった。また、

地域包括支援・公共交通政策・人材育成・ICT活用等の先駆的な取組報告は、 

本市の喫緊の課題であり、今後の政策立案上、タイムリーな研修であった。

期　間 １月２９日(月)～１月３１日(水） 旅費総額 ５０９，６００円

視察先・

目的

福岡県飯塚市 飯塚市役所 ｅ―ＺＵＫＡトライバレー構想について

佐賀県多久市 多久市役所 ふれあいバス・ふれあいタクシーについて

佐賀県唐津市 唐津市役所 ＩＣＴを活用した教育について

議員名 福井 康夫、由田 隆、伊藤 正三、坂井 徹 鳥飼 幹男、山口 博敬、鳥羽 昌明

所　見

（飯塚市） まちの新産業創出へ向けた取り組みを、産官学金が一体となって

実行。（多久市）市自家用有償バスや乗合タクシーを運用。財政負担と利便

性のバランス、民間業者との相互補完の仕方など。（唐津市）テレビ会議シ

ステムによる本土校と離島校のグループ学習。教員負担軽減などの効果。

期　間 ３月１２日(月)～３月１４日(水） 旅費総額 ３３９，１８０円

視察先・

目的

岡山県岡山市 岡山県浄化槽団体協議会 浄化槽の維持管理の取り組みについて

徳島県神山町 グリーンバレー 神山のまちづくりや創造的過疎について

徳島県神山町 神山町役場
光ファイバー網整備によるまちづくりの

可能性について

議員名  由田 隆、伊藤 正三、竺原 晶子    鳥飼 幹男、山口 博敬、鳥羽 昌明

所　見

（岡山市） メーカー・施工業者・検査機関等を束ねる団体協議会発足による

一体化した取り組み。（グリーンバレー）柔軟な発想と機動力等で少子高齢

化対策のまちづくり。インフラ整備と民間のソフト面充実はセットで必要。

（神山町）通信インフラ網整備により、過疎化を改善。

期　間 ３月２６日(月)～３月２８日(水） 旅費総額 １９８，４２０円

視察先・

目的

愛知県岡崎市 岡崎市役所 岡崎ビジネスサポートセンターについて

岐阜県可児市 可児市議会 議会改革・主権者教育について

愛知県名古屋市 鳥取県名古屋代表部 業務内容全般について

議員名  大津昌克、福谷直美   大月悦子

所　見

（岡崎市）全国初の自治体主導型中小企業支援センターを設置し、地元経済

の底上げを図っている。（可児市議会）開かれた議会と市民参加、情報公開

を進めるため、先進的な取り組みを行っている。（名古屋代表部）観光、企業

誘致、販路拡大が主業務。倉吉市と中京圏との関りについて意見交換した。

期　間 ３月２７日(火)～３月２８日(水) 旅費総額 ８４，１００円

視察先・

目的

大阪府大阪市 東果大阪 市場法について／米の流通について

京都府船井郡京丹波町 篠ファーム 篠ファームの取り組みについて

議員名  米田 勝彦、佐々木 敬敏

所　見

（東果大阪）農業生産者の所得拡大を図るため、直販の促進を図り、流通の

合理化に努めている。農産物価格や生産コストの現状を伝え、更なる合理

化を要望。（篠ファーム）農業過疎集落の活性化には、農産物市場に精通

したリーダーが必要。栽培作物は全量買取る所得補償的な体制を視察。
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倉
吉
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
３
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　
近
く
の
店
に
買
い
物
に
行
く
以
外
は
、

大
学
と
家
を
往
復
す
る
だ
け
の
生
活
に

な
っ
て
い
ま
す
。
実
習
や「
ま
ち
の
保
健
室
」

で
地
域
の
方
と
出
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
機
会
が
な
か
っ
た
ら
、
倉

吉
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
ま
ま
過
ご

し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
倉
吉
市
に
は
空
き
家
活
用
事
業
が
あ
る

と
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
大
学
生
や
若

い
社
会
人
、
独
居
の
方
が
安
心
し
て
安
く

利
用
で
き
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

以
外
に
も
、
格
安
で
連
泊
で
き
る
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
が
あ
れ
ば
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

雪
な
ど
で
交
通
機
関
が
使
え
な
く
な
っ
た

と
き
に
学
生
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
異
世
代
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
育
む
場
と
し
て
、
大
学
の
寮
生
活
と
は
一

味
違
っ
た
倉
吉
市
の
魅
力
づ
く
り
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

～
倉
吉
に
も
っ
と
交
流
の
場
が
あ
れ
ば
～

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
を

看
護
学
部 

看
護
学
科
　
３
年
　

有
元 

円
佳
さ
ん

　
平
成
27
年
６
月
に
、
公
職
選
挙
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
選
挙
権
の
年
齢

が
満
20
歳
以
上
か
ら
満
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
去
年
か
ら
選
挙
権
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
正
直
今
ま
で
政
治
に

興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
私

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
若
者
の
多
く
が

そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、

自
主
的
に
政
治
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機

会
も
、
必
要
も
な
い
こ
と
で
す
。

　
私
は
今
回
こ
の
文
章
を
書
く
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
自
ら「
政
治
に
つ
い
て

知
ろ
う
」と
い
う
意
識
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
倉
吉
や
、地
域
の
未
来
を
拓

ひ
ら

く
た
め
に
は
、現
代
の
若
者
が
も
っ
と
政
治

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、自
ら
が
政
治
に
つ
い
て

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
機
会
を
若
い
人
た

ち
に
与
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

～
倉
吉
や
地
域
の
未
来
を
拓
く
た
め
に
～

若
者
が
自
ら
政
治
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

看
護
学
部 

看
護
学
科
　
２
年
　

小
松 
美
聖
さ
ん

特
集

：

若
者
の
声
を
聞
き
た
い
！

倉
吉
の
未
来
を
拓

ひ

ら

く
カ
ギ 

　
若
者
た
ち
は
、
倉
吉
の
未
来
、
倉
吉
の
行
政
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
先
号
の
高
校
生
に
続
き
、
今
回
は
、
鳥
取
看
護

大
学
の
学
生
に
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　
～

市
政
に
対
す
る
若
者
の
声
～

▲執筆してくださった２年生の皆さん

▲執筆してくださった３年生の皆さん
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私
が
実
習
で
出
会
っ
た
倉
吉
の
人
は
、

み
ん
な
良
い
人
で
し
た
。
だ
か
ら
本
当
は
、

こ
こ
で
暮
ら
し
て
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
の
周
り
に
も
、
そ
う
思
っ

て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
、

今
の
状
況
で
は
「
思
う
だ
け
」
で
す
。

　
自
転
車
も
車
も
持
っ
て
い
な
い
大
学
生

が
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と

が
で
き
て
、
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
暮
ら
し
た

い
と
思
え
る
街
づ
く
り
を
早
く
実
現
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
行
動
範
囲
を
広
げ
ら
れ
る
自

転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
汽
車
を
待
つ
間
に

勉
強
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
何
に

で
も
使
え
る
自
由
度
の
高
い
場
所
、
友
だ

ち
同
士
で
何
か
を
す
る
時
の
グ
ル
ー
プ
割

引
な
ど
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
倉
吉
で
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で

き
れ
ば
、
学
生
を
引
き
留
め
る
手
段
に
も

な
り
、
た
と
え
こ
こ
に
住
ま
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
大
切
で
懐
か
し
い
青
春
の
地
と

し
て
、
ま
た
倉
吉
に
み
ん
な
で
集
ま
ろ

う
！
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
と
思
う
の

で
す
。

～
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
と
思
え
る
街
づ
く
り
の
実
現
～

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
自
由
度
の
高
い
場
所
を

看
護
学
部 

看
護
学
科
　
３
年
　

杉
本
　
萌
さ
ん

　
私
は
、
毎
日
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
鳥
取
市

か
ら
倉
吉
駅
ま
で
通
学
し
、
一
日
の
ほ
と
ん

ど
の
時
間
を
倉
吉
市
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
の
時
、
実
習
で
倉
吉
市
を
踏
査

し
て
気
づ
い
た
の
は
、
鳥
取
市
と
比
べ
て

歩
い
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
で
し
た
。

車
は
少
し
走
っ
て
い
ま
す
が
、
歩
い
て
い

る
人
に
全
く
会
わ
ず
、
同
じ
鳥
取
県
で
も

こ
ん
な
に
違
う
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
人
の
数
が
違
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
回
機
会
を
も
ら
っ

て
「
倉
吉
の
未
来
」
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
違
う
の
か
と
考
え
た
時
、

一
つ
の
要
因
と
し
て
、
街
が
暗
い
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
も
っ
と
街
灯
が
多
い
街
に
な
る
と
、
夕

方
か
ら
も
歩
け
る
人
が
増
え
、
お
店
な
ど

も
活
性
化
し
、
倉
吉
全
体
が
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
街
を
明
る
く
す
る
こ
と
こ
そ
が
倉
吉
の

未
来
を
明
る
く
す
る
策
だ
と
考
え
ま
す
。

～
人
が
歩
く
街
づ
く
り
を
～

も
っ
と
街
灯
を
増
や
し
て
街
を
明
る
く

看
護
学
部 

看
護
学
科
　
２
年
　

以
後 

大
騎
さ
ん

　
鳥
取
看
護
大
学
に
入
学
し
て
２
年
目
で

す
。
私
が
今
最
も
不
便
に
感
じ
て
い
る
こ

と
は
、
倉
吉
市
内
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

で
す
。

　
私
自
身
、
自
動
車
の
運
転
免
許
は
持
っ

て
い
る
も
の
の
、
倉
吉
市
内
で
の
移
動
手

段
は
バ
ス
の
み
で
す
。
そ
の
バ
ス
の
運
賃

を
高
い
と
感
じ
る
の
で
、
友
だ
ち
と
遊
ぶ

の
は
い
つ
も
倉
吉
駅
周
辺
に
限
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
白
壁
土
蔵
群
、
未
来
中
心
や

新
し
く
で
き
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ど
、
倉
吉
市
南
部
に
も
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
費
用
を

考
え
る
と
行
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ

ら
な
い
の
で
す
。

　
こ
れ
は
若
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
県
立
美
術
館
の
開
館
も
見
据
え
て
、
例

え
ば
運
賃
を
安
く
一
定
に
抑
え
た
巡
回
バ
ス

や
、
条
件
を
満
た
す
人
の
割
引
制
度
を
つ
く

る
な
ど
、
駅
周
辺
か
ら
倉
吉
市
南
部
に
気

軽
に
足
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
交
通
手
段

の
工
夫
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

～
倉
吉
駅
か
ら
倉
吉
市
南
部
（
白
壁
土
蔵
群
周
辺
）
を
周
回
し
た
い
～

公
共
交
通
の
割
引
や
利
便
性
の
向
上
を

看
護
学
部 

看
護
学
科
　
２
年
　

山
口 

海
斗
さ
ん

▲まちの保健室
（鳥取看護大学棟 交流ホール）

学校法人 藤田学院

鳥取看護大学（倉吉市福庭８５４）

▼  学部・学科　看護学部看護学科

▼設       立   平成２７年４月１日

▼学 生 数  ３３３名(平成３０年５月現在）

▼取得が可能な資格

看護師国家試験受験資格（全員）

保健師国家試験受験資格

養護教諭二種免許状

▼想定する就職先・進路

医療／病院、診療所、老人保健施

設、訪問看護ステーションなど

福祉／介護老人福祉施設、老人

ホーム、ケアハウスなど

行政／保健所、市町村保健福祉セ

ンター、厚生労働省など

教育／小学校・中学校など（養護

教諭）、看護師養成施設（教員）など

民間／企業の健康管理部門、製薬

企業（MR）など

進学／大学院、海外留学など

（15）平成 30.6
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大津 昌克委員、竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員

平成 年 ６月 
第４回 倉吉市議会定例会

【会　期】６月１５日（金）～７月２日（月）
【会議日程】

月日
曜
日

会議
区分

時　 間 内　　　　　 容

６月

１５日
金 本会議 午前１０時

議案の上程
提案理由の説明

１６日 土 休　　会

１７日 日 休　　会

１８日 月 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１９日 火 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２０日 水 休　　会

２１日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

２２日 金 予　備　日

２３日 土 休　　会

２４日 日 休　　会

２５日 月 本会議 午前１０時
付議議案に対する質疑
～委員会付託

２６日 火 予　備　日

２７日 水 委員会 常任委員会（予定）

２８日 木 予　備　日

２９日 金 議事整理日　

３０日 土 休　　会

７日１日 日 休　　会

２日 月 本会議 午前１０時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

 

…ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり

※ ６月定例会の詳しい日程などは、倉吉市議会のホームページ

でご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

。 倉吉市議会

鳥取看護大学

　学長 近田 敬子さん　　

　「地域健康づくりの本来の姿」

おかげさまで、鳥取看護大学は大学完成年度を迎

え、総学生数３３３名となりました。学生達は、将

来の看護者および社会人として順調に成長していま

す。これも、関係の皆様のお力添えの賜物であると

感謝申し上げます。

ー医療を取り巻く社会の変化

近年、医療や看護を取り巻く状況は、激変しており、

教育への期待も変化しています。高齢社会の進展によ

り、病を抱えながら長期間生活する人や健康不安を持

ちながら生活する人が増えています。

倉吉市も、また然りです。ですから、地域を見据えて、

その人の生活全体を捉え、生活の質を高める支援が求

められています。今や、地域医療構想のもとに病院完

結型から地域完結型の医療へ移行しています。ここで

は、システム構築は勿論ですが、個々人の自立の在り

ようも問われているのではないでしょうか。

ー「まちの保健室」に取り組んで

鳥取看護大学では、地域の篤
あつ

い想いで創設された

大学であることから、社会の変化を踏まえつつ地域

貢献として「まちの保健室」事業を立ち上げ、学生と

ともに推進しているところです。「まちの保健室」の

究極のねらいは、地域健康づくりです。手法として、

来室者の血圧・BMI・骨密度等を測定し、健康相談

に応じている現状ですが、ややもすると個人の健康

チェックおよび健康に役立つ知識を得て帰っていた

だくに留まっています。本来的には、健康的な生活

習慣への行動変容を意図しなければなりません。ま

た、健康づくりの視点を身体とこころの在りようの

みに向けるのではなく、小さな拠点の中で“元気を分

かち合うことのできる繋がり”を大事にすることが、

健康の要素になると思っています。

ー健康づくりの本来の姿

そのために、「健康は自分で守る」ものと言われ

ているように、一人ひとりの健康生活の自立を前提

にした活動が必須です。わが地域で、今をどのよう

に生きるかが、個々に問われていると思います。生

活の中で、人との交流を大事にして、予防に向かう

個人であってほしいと願っています。そのことをサ

ポートするのが看護の本質です。地域の皆様ととも

に歩んでいけたら幸いです。

　

３
月
定
例
会

の
議
会
だ
よ
り

を
お
届
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

議
会
活
動
報
告
、
市
民
の
声

を
大
切
に
し
た
議
会
だ
よ
り

に
な
り
ま
す
よ
う
委
員
一
同

東
奔
西
走
頑
張
り
ま
す
。

　
５
月
は
あ
い
さ
つ
運
動
。

学
校
玄
関
で「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」と
元
気
な
声
で
あ
い

さ
つ
！
あ
い
さ
つ
は
、「
あ
な

た
は
大
切
な
人
」
と
伝
え
る

最
良
の
手
段
と
聞
き
ま
し
た
。

普
段
ど
れ
く
ら
い
あ
い
さ
つ

し
て
い
る
か
な
、
振
り
返
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
長 
大
月 

悦
子
）

　
先
号
を
発
行
し
た
後
、少
し

の
間
、
病
院
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の

集
中
治
療
室
で
、天
井
を
眺
め

て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
頭
に

浮
か
ん
で
、
見
つ
め
直
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り

自
分
の「
生
き
方
」で
し
た
。

　
後
悔
し
た
り
、嫌
な
思
い
出

と
な
っ
た
出
来
事
は
、大
抵
、社

会
の「
型
」
に
自
ら
は
ま
っ
て
、

自
分
で
選
択
し
な
か
っ
た
こ
と

に
原
因
が
あ
り
ま
し
た
。 

や
り

た
い
か
や
り
た
く
な
い
か
、
あ

る
い
は
、
や
る
べ
き
か
や
ら
な

い
べ
き
か
を
、自
分
の
意
志
で
、

悔
い
な
き
選
択
を
す
れ
ば
、
次

は
、も
っ
と
違
う
気
持
ち
で
、あ

の
天
井
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。（
事
務
局
Ｔ
）


